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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 日常生活において、我々は複数の感覚を通じ外界の対象を知覚する。いかにして我々は脳の異なる領域で処理

した個々の感覚情報を統合し、一つの事象として認識するのか。この問題について、知覚心理学ではモダリティ

間相互作用という現象を通じて検討してきた。現在までに多くのモダリティ間相互作用研究が報告されているが、

その多くは二つー感受性に及ぼす効果あるいはバイアス効果—の相互作用に大別することが可能である。しかし、

近年、これら２つの相互作用に当てはめることができない新しい相互作用が報告された（たとえば Sekuler, 

Sekuler, & Lou, 1997）。それは知覚体制化における視聴覚相互作用である。本研究では、聴覚体制化における視

聴覚相互作用の特性にについて心理物理学的手法を用いて検討を行った。その結果、聴覚体制化が視覚刺激検出

に及ぼす効果は、従来の刺激検出における視聴覚相互作用とは時間特性が異なることを明らかになった。このよ

うな時間特性はその他の聴覚体制化を示す現象を用いた実験でも認められた。それらの成果を学会等で発表し、

学位論文中間報告書とまとめた。 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

  

 従来の研究では、視聴覚相互作用の生起にとって視覚刺激と聴覚刺激の同時性が重要である

ことが示唆されている。しかし、刺激検出における視聴覚相互作用では、ターゲット刺激に

先行して手がかり刺激が提示されたとき、検出率は上昇することが報告されている。そこで、

本研究では音脈分凝成立条件と不成立条件とで視覚刺激検出を比較し、聴覚体制化における

視聴覚相互作用の時間選択制について検討した。  まず、実験１では視聴覚刺激が同期して

いる場合に、音脈分凝の成立あるいは不成立が検出率に及ぼす効果を検討した。実験２では、

視覚刺激と聴覚刺激の SOA を操作し、聴覚刺激が視覚刺激に及ぼす効果を検討した。  

 

＜実験１＞  

方法  被験者  視覚・聴覚ともに正常な大学生、  および大学院生 6 名（男性 3 名、女性

3 名）であった。  

装置  視覚刺激提示用として CRT モニターを、聴覚刺激提示用としてスピーカーを用いた。 

刺激  視覚刺激を直径 0.1°のドットとし、画面 4 象限のいずれかに提示した。聴覚刺激と

して 440 Hz、 466 Hz および 1760 Hz の純音を用いた。聴覚刺激系列は 4 音から、NO-H 条

件（ 4 音全てが 440 Hz）、NO-ASS 条件（ 3 音目のみが 466 Hz）の、 ASS 条件（３音目のみ

が 1760 Hz）の 3 条件を設定した。この３条件のうり、ASS 条件では、1760 Hz と 440Hz の

周波数差は分裂性境界の差異であるため、音脈分凝が知覚される。一方、NO-ASS 条件では

444 Hz と 466 Hz の周波数差は一連性境界下の差異であるため、音脈分凝は知覚されない。

各聴覚刺激の提示時間は 100 ms とし、ISI は 50 ms とした。視覚刺激の提示時間は 100 ms

とした。  

手続き  画面中央に注視点を提示した後、ランダムな間隔をおいて聴覚刺激系列を提示した。

聴覚刺激系列の提示開始から 300 ms 後、画面の 4 象限のいずれかに視覚刺激を提示し、そ

の直後にマスク刺激を提示した。聴覚刺激系列の 3 音目と視覚刺激を同期して提示した。被

験者の課題は視覚刺激が現れた象限をキー押しで報告することだった。  

結果と考察  6 名の被験者のうち 4 名では、 ASS 条件での正答率が他の二つの条件に比べ、

高かった。 2 名の被験者では３条件で正答率は変わらなかった。被験者内で分散分析を行っ

たところ聴覚刺激条件の主効果は４名では認められ、２名では認められなかった（ NR:F

（ 2,27）＝  .381, ns. ;   MT:F（ 2,27）＝  .025, p< .05. ;  HS:F（ 2,27）＝  .037、  p < .05.  

KK:F（ 2,27）＝  .0002, p < .05. ;   MK:F（ 2,27）＝  .0229、 p < .05. ;  GA:F（ 2,27）＝  .79、 

ns.）。これらの結果から、音脈分凝が成立している場合、他の系列として知覚される音が視

覚刺激と同期して提示されたときに、視覚刺激検出を促進することが示された。また、

NO-ASS 条件と NO-H 条件での正答率に差異が認められなかったことから、系列を構成する

音と異なる音が視覚刺激に同期して提示されても、視覚刺激検出に影響を及ぼさないことが

明らかになった。これらのことから、体制化における視聴覚相互作用では、視聴覚刺激の同

期が重要な条件であることが示唆された。  
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研究成果の概要 つづき 

 

＜実験２＞  実験１では、視・聴覚刺激が同期するとき、音脈分凝が成立している場合に

は、視覚刺激検出率が促進されることが示された。音脈分凝とは聴覚刺激系列内の図—地

分化として捉えることができる。聴覚刺激に単音を用い、視聴覚刺激の同時性が視覚刺激

検出に及ぼす効果について検討した。  

方法  被験者  視覚・聴覚ともに正常な大学生、  および大学院生 3 名（男性 2 名、女性

1 名）であった。  

装置および刺激  第 1 実験と同様であった。ただし、聴覚刺激はひとつの純音（ 1000 

Hz、時間長 100 ms）だった。  

手続き  試行開始後、画面中央に注視点を提示し、その後ランダムな間隔をおいて、画面

の 4 象限のいずれかに視覚刺激を提示し、その直後にマスク刺激を提示した。聴覚刺激と

視覚刺激が提示されるタイミング条件は 9 条件（ -200、-150、-100、-50、0、+50、+100、

+150、+200 ms; 聴覚刺激の立ち上がりが視覚刺激の立ち上がりに先行する場合を -、後

行 す る 場 合 を +で 表 記 ） で あ っ た 。 ま た 、 統 制 条 件 と し て 聴 覚 刺 激 が 提 示 さ れ な い

NO-SOUND 条件を設定した。被験者の課題は視覚刺激が現れた象限をキー押しで報告す

ることだった。  

結果と考察  すべての被験者において SOA 条件の主効果は認められなかった（NR:F

（ 9,70）＝  .9149, ns. ; HS:F（ 9,70）＝  .1124、ns.;  MK:F（ 9,70）＝  .2256、ns.）。

下位検定の結果、２名の被験者では、NO-SOUND 条件と -200 ms 条件に（MK; p 

< .05; HS; p< .01;）、NO-SOUND 条件と -150 ms 条件（HS; p< .01;）に有意差が認

められた。また、どの被験者においても 0 ms 条件と NO-SOUND 条件間に有意差が認

められなかった。  

このことから、視覚刺激と聴覚刺激を同時に提示した場合には、聴覚刺激は検出に

影響を及ぼさないことが示された。単音提示において視覚刺激検出が促進されるの

は、むしろ視覚刺激よりも聴覚刺激がおおよそ -200 ms 先行した場合であることが明

らかになった。  

実験１では視覚刺激と聴覚刺激が同期する場合でも、視覚刺激検出が促進された。

実験２では図地分化という観点では同様であるにもかかわらず、視覚刺激と聴覚刺激

が同期した場合、視覚刺激検出における聴覚刺激の効果は認められなかった。これら

の結果から、音脈分凝における視聴覚相互作用の時間特性は、単音における視聴覚相

互作用の時間特性とは異なると考えられる。単音条件における視聴覚相互作用にくら

べ、視聴覚相互作用が生じる時間窓が広い、あるいは時間窓の幅自体は同じで、効果

の頂点が同時点にシフトするといった時間特性があるのではないかと推測できる  

※ この（様式２）に記入の成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した 

調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。 


